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  前提条件の整理 

１. 整備予定地の現況 

整備予定地の現況は、次のとおりです。 
 

表 ２-１ 整備予定地の現況 
 中央図書館 中央公園 
所在地 清瀬市梅園⼀丁⽬１番 21 号 清瀬市梅園⼀丁⽬ 613 番 
敷地⾯積 計 17,329.01m2※ 

 内訳 1,879.33m2 15,449.68m2 
都市計画  
 ⽤途地域 第⼀種中⾼層住居専⽤地域 ⾼度地区規制で受ける

⾼さ制限  建ぺい率 60％ 
 容積率 200％ 
 ⾼度地区 第⼆種⾼度地区 
 防⽕地域 準防⽕地域 
 ⽇影規制 GL+4.0m 3 時間－2 時間（⾼さ 10m を超える建築物が対象） 

その他 中央公園は都市計画公園 
⼈⼝ 74,905 ⼈（出典︓住⺠基本台帳 令和３年１⽉１⽇時点） 

※ 中央公園区域に中央図書館敷地を組み⼊れ、都市計画変更後⼀体的な敷地とした場合の⾯積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-１ 整備予定地 
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２.  本計画において整備を検討する公共施設等の現況 

本計画において整備を検討する公共施設等の現況は、次のとおりです。 
 

本事業により、新たに整備します。 
参考として、本市における既存の児童館等の現況は、次のとおりです。 

 

表 ２-２ 清瀬市児童センターの現況 

建
物
等
の
現
況 

建築年度 平成 17 年 
延床⾯積 3,129.1m2 

諸室 
⾳楽スタジオ、学習室、⼯作室、遊戯室、⼦ども会議室、⽂化活動室、プレ
イルーム、畳コーナー 

駐⾞場台数 
（児童センター） 

36 台（うち２台障害者⽤） 

運
営
の
現
況 

施設概要 
清瀬市中央児童館、清瀬市⽴⼦ども家庭⽀援センター、清瀬市ころぽっくる
センター（有料貸し出し施設）からなる複合施設 

既存機能 
全ての⼦ども達（0〜18 歳）が夢や希望を持って健やかに育ち、また、⼤⼈
たちも共に楽しみ助け合えるようになることを⽬指す施設 

開館時間 

9︓00〜21︓00（⽉曜⽇は 9︓00〜17︓00） 
－⼩学⽣ 9︓00〜17︓00（９〜４⽉）、9︓00〜18︓00（５〜８⽉） 
－中学⽣ 9︓00〜19︓00 
－⾼校⽣ 9︓00〜21︓00 

※休館⽇︓⽕曜⽇（祝⽇の場合、翌⽇も休館）・年末年始 
職員の配置状況 12 名（ピーク時） 

利⽤状況 
（児童センター） 

・令和元年度の⼊館者数は 88,509 ⼈で直近５年は横ばい（令和元年度は新
型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌のための休館等が影響） 

・⼩学⽣以下が⼊館者数の半数を占めている⼀⽅、中学⽣や⾼校⽣の利⽤は
少ない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主なイベント等 
（児童センター） 

ころぽっくるバースデーフェスタ、⼀⽇どうぶつ村、なんでも発表会等 

管理形態 指定管理者制度を導⼊   

（1） 清瀬駅南⼝地域児童館 

参考①）清瀬市児童センター ころぽっくる 

乳幼児 24,441

⼩学⽣ 19,886

中学⽣ 6,013

⾼校⽣ 3,653

⼤⼈ 22,456

団体 12,060

109,620
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※令和元年度の⼀部期間は、新型コロナウイルス感染症の影響あり 
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表 ２-３ 野塩児童館の現況 

建
物
等
の
現
況 

建築年度 昭和 51 年 
延床⾯積 198.00m2 

駐⾞場台数 
（市⺠センター） 

11 台（うち普通⾞ 7 台、軽⾃動⾞ 3 台、障害者⽤ 1 台） 

その他 野塩地域市⺠センターの従たる施設 

運
営
の
現
況 

既存機能 児童の健全な遊び場の確保、健康増進、情操を⾼めることを⽬的とした施設 

開館時間 
9︓00〜12︓00、13︓00〜19︓00（⼩学⽣の利⽤は 9︓00〜17︓00） 
※休館⽇︓⽉曜⽇ 

職員の配置状況 ２名 

利⽤状況 

・令和元年度の⼊館者数は
5,550 ⼈で直近５年は減
少傾向にある 

主なイベント等 おかあさんとあそびにおいで（乳幼児親⼦対象）、野塩児童館まつり等 
管理形態 指定管理者制度を導⼊  

 

表 ２-４ 下宿児童館の現況 

建
物
等
の
現
況 

建築年度 昭和 52 年 
延床⾯積 354.00m2 

駐⾞場台数 
（市⺠センター） 

29 台（うち障害者⽤ 1 台） 

その他 下宿地域市⺠センターの従たる施設 

運
営
の
現
況 

既存機能 児童の健全な遊び場の確保、健康増進、情操を⾼めることを⽬的とした施設 

開館時間 
9︓00〜12︓00、13︓00〜19︓00（⼩学⽣の利⽤ 9︓00〜17︓00） 
※休館⽇︓⽉曜⽇ 

職員の配置状況 ２名（ピーク時） 

利⽤状況 

・令和元年度の⼊館者数は
6,966 ⼈で直近５年は減
少傾向にある 

主なイベント等 ひまわりクラブ（乳幼児親⼦対象）、七⼣まつり等 
管理形態 指定管理者制度を導⼊ 

参考②）野塩児童館 

参考③）下宿児童館 

※令和元年度の⼀部期間は、 
新型コロナウイルス感染症の影響あり 
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※令和元年度の⼀部期間は、 
新型コロナウイルス感染症の影響あり 
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表 ２-５ 中央図書館の現況 

建
物
等
の
現
況 

建築年度 昭和 49 年 

敷地⾯積 1,879.33m2 

延床⾯積 1,620.48m2 

駐⾞場台数 6 台（うち普通⾞ 4 台、障害者⽤ 1 台、庁⽤⾞⽤ 1 台） 

運
営
の
現
況 

既存機能 
図書等の資料を提供することで市⺠の教養、調査、研究、レクリエーショ
ン等に資すること 

開館時間 
⽔曜⽇・⽊曜⽇ 10︓00〜19︓00、 
⽕曜⽇・⾦曜⽇・⼟曜⽇・⽇曜⽇ 10︓00〜17︓00 
※休館⽇︓⽉曜⽇・第 4 ⽕曜⽇（館内整理⽇）・祝⽇・年末年始・特別整理⽇ 

職員の配置状況 16 名 

資料所蔵数 
（令和３年２⽉） 

合計 129,974 点 
－図書資料       117,870 点 
－視聴覚資料       10,536 点 
－ハンディキャップ⽤資料  1,568 点 

利⽤状況（令和元年度） ⼊館者数 69,097 ⼈ 

主なイベント等 
（令和元年度） 

おはなしのじかん（週１回、1 ⽇２回）、⼦ども会（３回）、読書スタンプラリー（1

ヶ⽉間）、平和祈念事業（12 ⽇間）、DVD 上映会※（４回）、図書館読み聞かせボラ
ンティアによるおはなし会※（１回）、読書交流会※（３回）、教科書の法定展⽰（22

⽇間） 
※中央図書館のみで実施 

管理形態 直営 
 

表 ２-６ 中央公園の現況 

建
物
等
の
現
況 

建築年度 昭和 45 年（第⼀期築造⼯事完了） 
都市計画 都市計画公園－近隣公園（⼀部未開設） 
敷地⾯積 15,449.68m2 

施設 
すべり台・ブランコ・スプリング遊具・砂場・⽔飲み場・ベンチ・パーゴラ・
トイレ、テニスコート（クレーコート 3 ⾯）、ゲートボール場 

駐⾞場台数 なし 
その他 指定緊急避難場所 

運
営
の
現
況 

既存機能 主として近隣に居住する者の利⽤に供することを⽬的とする公園 
利⽤状況（平成 31 年度）  
 公園 － 
 テニスコート 稼働⽇数 364 ⽇、利⽤者数 5,616 ⼈（2,198 件）、稼働率 54.94% 
 ゲートボール場 稼働⽇数 約 160 ⽇、利⽤者数 約 640 ⼈（延べ⼈数）・（２団体） 
主なイベント等 清瀬銀座会主催納涼盆踊り⼤会（年１回、２⽇間） 
管理形態  
 テニスコート 指定管理者制度を導⼊ 

 その他 
直営 
※公園内の公衆便所の清掃（市⽴公園について⼀括で発注）、公園の清掃や⽇

常点検（市⽴公園・児童遊園及び遊び場について⼀括で発注）は委託   

（2） 中央図書館 

（3） 中央公園 
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３. 本事業が解決に寄与する政策的課題 

本市における関連上位計画において、本事業が解決に寄与する政策的課題を整理します。 
 

表 ２-７ 本事業が解決に寄与する政策的課題 
政策的課題 出典 

児
童
館 

⻘少年を育成する体制の整備／⻘少年の居場所の充実 第４次清瀬市⻑期総合計画 
清瀬市⼦ども・⼦育て⽀援総合計画 

「⼦育てが楽しい」と思える環境の整備 清瀬市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略
（改訂版） 

南部地域における⼦育て層を中⼼とした交流の拠点の整備 清瀬市都市計画マスタープラン 

図
書
館 

機能を再構築し、複合化・機能の移転を検討 清瀬市公共施設再編計画 

⼦どもたちにとってのさらなる魅⼒の向上／⼦育て関連団体
や学校と連携した、より効果的な事業の検討 

第 3 次清瀬市⼦供読書活動推進計画 

市⺠ニーズを踏まえた学習活動の⽀援／「学びの循環」を⽣か
した⽣涯学習の推進／歴史や⽂化の次世代への継承 

第４次清瀬市⻑期総合計画 
第 2 次清瀬市教育総合計画マスタープラン 

地域の情報拠点としての図書館サービスの充実 第４次清瀬市⻑期総合計画 
第 3 次清瀬市⼦供読書活動推進計画 

保護者への様々な学びや交流の場の提供 第 2 次清瀬市教育総合計画マスタープラン 

公
園 

多様化する市⺠ニーズに対応する公園の整備 
第４次清瀬市⻑期総合計画 
清瀬市都市計画マスタープラン 
第⼆次清瀬市環境基本計画 
清瀬市みどりの基本計画 

誰でも気軽にスポーツ活動に親しめる環境づくり 第４次清瀬市⻑期総合計画 

地域イベントの場としての活⽤などの検討 清瀬市都市計画マスタープラン 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

公共施設等の総合的かつ計画的な整備・管理を推進 
第４次清瀬市⻑期総合計画 
清瀬市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略
（改訂版） 
清瀬市公共施設等総合管理計画（基本⽅針編）  

効率的かつ効果的な財政運営 第４次清瀬市⻑期総合計画 
清瀬市公共施設等総合管理計画（基本⽅針編）  

PPP（官⺠連携）など従来の⽅法にとらわれない⾏政経営 
清瀬市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略
（改訂版） 
清瀬市公共施設等総合管理計画（基本⽅針編）  
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４. 整備の⽅向性 

 新施設の新築・改修等の検討 
本計画において検討する公共施設等（児童館・中央図書館・中央公園をあわせて、以下、「新施設」）

の整備の⽅向性として、次の 4 案が考えられます。 
 A  案  ︓中央図書館、児童館ともに現中央図書館の位置に複合化により新築 

 B 案 ︓現中央図書館を改修し、児童館を含めて複合化 

 C 案 ︓現中央図書館を改修し、別途、児童館を新築 

 D 案 ︓中央図書館、児童館ともに現中央図書館とは別位置（中央公園内）に複合化により新築 
 
各案の施設計画及び代替施設の有無、建築物のライフサイクルコスト※１について⽐較検討しました。 

 
※１ 建物の建設費から修繕、更新のほか、維持管理、改修、解体、廃棄等、建築から廃棄に⾄るまでに必要なトータ 

ルコスト 
 

表 ２-８ 施設計画及び代替施設の有無の⽐較  
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施設計画及び代替施設の有無については、表２－８のとおり⽐較検討した結果、最も優位性があるの
は「D 案︓中央図書館、児童館ともに現中央図書館とは別位置（中央公園内）に複合化により新築」と
なりました。 

D 案は、別位置に複合施設を整備するため、中央図書館の代替施設が不要で、運営的な負担を軽減で
きるとともに、中央図書館の休館期間を短くすることが可能です。また、公園との⼀体性の⾯から、公
園再整備と連動した配置計画を⾏うことで、児童館・図書館・公園が連携するメリットを最⼤限に発揮
することが可能となります。 

 
表 ２-９ 建築物のライフサイクルコストの⽐較 

 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
単
年
額
と
累
計
額

A案 B案 C案 D案

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

2022年
〜

2024年

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

2024年
〜

2053年
（29年間）

2024年
〜

2084年
（60年間）

※費⽤は税込み。
※既存の建物を利⽤（B案、C案）する場合、躯体等の状況により、設計費⽤の増額や建物共⽤期間に変更が⽣じる可能性がある。
※改修した建物の設備は全て更新(新しいものに取替)することを想定し、運⽤コスト・保全コストは令和7年度を1年⽬として試算した。

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

設計費
(調査・設計・⼯事監理) 1.37  13 

⼯事費（建築+図書) 8.52  77 
引越し費⽤ 0.28  3 
解体費 0.74  7 

合計 10.91  100 

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 10.16  62 
運⽤コスト 2.62  16 
保全コスト 2.86  17 
解体コスト 0.74  5 

合計 16.38  100

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 15.11  51 
運⽤コスト 5.33  18 
保全コスト 8.31  28 
解体コスト 0.74  3 

合計 29.49 100

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

設計費
(調査・設計・⼯事監理) 1.13  14 

⼯事費（建築+図書) 6.74  83 
引越し費⽤ 0.28  3 
解体費 0.00  0 

合計 8.15  100 

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 8.28  60 
運⽤コスト 2.62  19 
保全コスト 2.86  21 
解体コスト 0.00  0 

合計 13.76  100

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 18.45  59 
運⽤コスト 5.33  17 
保全コスト 7.08  22 
解体スト 0.74  2 

合計 31.60 100

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

設計費
(調査・設計・⼯事監理) 1.30  14 

⼯事費 (建築+図書) 7.83  83 
引越し費⽤ 0.28  3 
解体費 0.00  0 

合計 9.41  100 

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 9.54  57 
運⽤コスト 3.43  21 
保全コスト 3.74  22 
解体コスト 0.00  0 

合計 16.71  100

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 21.24  55 
運⽤コスト 6.97  18 
保全コスト 9.64  25 
解体コスト 0.74  2 

合計 38.59 100

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

設計費
(調査・設計・⼯事監理) 1.37  13 

⼯事費 (建築+図書) 8.52  79 
引越し費⽤ 0.14  1 
解体費 0.74  7 

合計 10.77  100 

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 10.02  61 
運⽤コスト 2.62  16 
保全コスト 2.86  18 
解体コスト 0.74  5 

合計 16.24  100

費⽤内訳 費⽤:
(億円)

割合:%

建設コスト 14.97  51 
運⽤コスト 5.33  18 
保全コスト 8.31  28 
解体コスト 0.74  3 

合計 29.35 100

⻄暦 2024 2029 2034 2039 2044 2049 2054 2059 2064 2069 2074 2079 2084
和暦 R6 R11 R16 R21 R26 R31 R36 R41 R46 R51 R56 R61 R66

初年度 30年⽬ 60年⽬45年⽬

A案：解体＋新築
B案：複合化改修
C案： ⼤改修＋ 新築
D案：解体+新築

図 児

15年⽬
A案：築15年修繕
B案：複合化改修後15年修繕
C案： ⼤改修後15年修繕＋ 築15年修繕
D案：築15年修繕

図 児

A案：築30年修繕
B案：解体+新築
C案： 解体＋ 新築＋ 築30年修繕
D案：築30年修繕

図 児図

A案：築45年⼤改修
B案：築15年修繕
C案： 築15年修繕＋ 築45年⼤改修
D案：築45年⼤改修

児図

A案：築60年修繕
B案：築30年修繕
C案： 築30年修繕＋ 築60年修繕
D案：築60年修繕

児図
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1.4億円

D案
C案
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1,400万円D案A案

29年⽬
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令和６年度を初年度とする建築物のライフサイクルコストについては、表２－９のとおり⽐較検討し
た結果、次のとおりとなりました。 

 A 案  ︓イニシャルコストは、現中央図書館の位置に複合化により新築するため、引越しが２度必要
になることから、最も⾼額となります。ただし、60 年間のライフサイクルコストでは２番⽬
に費⽤を抑えられます。 

 B 案 ︓複合施設を新築するより、複合化により改修する⽅が、建設単価が安価なため、イニシャルコ
ストは最も低く抑えられます。しかし、現中央図書館は 30 年後には耐⽤年数を迎え、改築す
る必要があることから、60 年間のライフサイクルコストは２番⽬に⾼くなります。 

 C 案 ︓中央図書館を改修するため新築よりも建設単価は安価ですが、B 案と同様に中央図書館の改
築に加えて別途、児童館を新築することにより延床⾯積が増加するため、60 年間のライフサ
イクルコストは最も⾼くなります。 

 D 案 ︓イニシャルコストは、現中央図書館と別位置に複合化により新築するため、引越しが 1 度で
済むことから、A 案よりも安価になります。また、60 年間のライフサイクルコストでは、B
案、C 案で必要となる中央図書館の改築が不要なことから、４案の中では最も費⽤を抑えられ
ます。 

 
以上の、施設計画及び代替施設の有無や建築物のライフサイクルコストの検討結果を踏まえ、本計画

における、新施設の整備の⽅向性は次のとおりとします。 
 

表 ２-１０ 整備の⽅向性 

新施設 整備の⽅向性 

（1） 児童館 ・別位置（中央公園内）に新築 
・建物の複合化 

（2） 中央図書館 
・機能の再構築 

（3） 中央公園 ・再整備 

 
 

なお、複合施設の延床⾯積は、『清瀬市公共施設再編計画』において再編の基本的な考え⽅として掲げ
ている「公共施設の延床⾯積の削減」を実現するため、原則として既存の中央図書館の延床⾯積（約
1,620m2）以内で整備することとします。 
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 先⾏事例に⾒る複合化・⼀体的整備のメリット 
以下の①〜③に⽰す観点から、新施設に類似する先⾏事例を抽出しました。 

 
① 図書館と児童館等が複合化されている事例 
（例）多摩平の森ふれあい館（東京都⽇野市）※２、 

Mallmall（まるまる）（宮崎県都城市）※２、なかまちテラス（東京都⼩平市） 等 
② 公園と児童館等が⼀体的に整備されている事例 
（例）千⽯公園（東京都⽂京区） 等 

③ 図書館と公園が⼀体的に整備されている事例 
（例）宮前公園（東京都荒川区）※３ 等 

 
※２ 管理運営に指定管理者制度等が導⼊ 

※３ 令和４年４⽉に全⾯開園予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-２ 多摩平の森ふれあい館   図 ２-３ Mallmall（まるまる）     図 ２-４ なかまちテラス 
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複合化・⼀体的整備のメリットとしては、次の事項があげられます。 

 
〇魅⼒的な拠点の創出 

・複数の施設を⼀体で設計することにより、魅⼒的な空間を創出することが可能となります。 
・単独の施設では提供し得ない、または、提供することが難しい新たな事業等を提供できるなど、

市⺠サービスの向上につながります。 
 

〇にぎわいの創出 
・利⽤者数（年間来館者数や図書の貸出利⽤者数等）の増加が期待されます。 

・異なる機能が融合することで、⼦どもと親、⾼齢者等が⽇常的に交流するにぎわいの場が⽣まれ、

多世代交流の機会の創出につながります。 

・地域活動の拠点となり、地域コミュニティの活性化に寄与することが期待されます。 

 
〇延床⾯積の削減や運⽤・保全コストの効率化 

・単体の建物として整備、運営していた機能を１つの建物に集約することで、廊下や機械室等を共

⽤することができ、公共施設の延床⾯積を削減することができます。また同様に、運⽤・保全コ

スト（光熱⽔費や修繕費）の効率化を図ることが可能となります。 
  




